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何
か
」「
宗
教
は
戦
争
の
原
因
と
な
る
か
」。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に

基
づ
き
、
午
前
中
は
立
正
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
・
池
上
萬
奈

先
生
に
よ
る
「
国
際
政
治
か
ら
見
た
戦
争
と
は
」、
大
正
大
学
招

聘
教
授
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
浄
土
宗
僧
侶
・
鵜
飼
秀
徳
先
生
に

よ
る
「
近
代
以
降
の
日
本
仏
教
諸
派
の
戦
争
に
対
す
る
立
場
と
主

張
」、
さ
ら
に
赤
堀
正
明
現
宗
研
所
長
に
よ
る
「
人
は
な
ぜ
戦
争

を
す
る
の
か
」
を
そ
れ
ぞ
れ
、
小
発
表
の
後
、
午
後
に
三
師
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
か
ら
の
質

問
も
多
く
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
本
紙
を
参
照
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
は
二
日
間
に
亘
っ
て
の
分
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

▼
第
二
十
五
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会
は
令
和
六
年
十
一

月
二
十
九
日
、
午
前
十
時
よ
り
宗
務
院
五
階
講
堂
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
か
ら
午
後
に
か
け
て
十
名
の
研
究
発
表
が
あ
り
、

こ
こ
数
年
中
も
っ
と
も
発
表
者
が
多
く
、
恒
例
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

研
究
発
表
が
多
く
な
る
の
は
何
よ
り
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
令
和
七
年
度
も
引
き
続
き
発
表
者
が
多
く
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
内
容
的
に
も
現
宗
研
ら
し
い
内
容
に
富
ん

だ
発
表
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
詳
細
は
本
文
を
ご
覧
下
さ
い
。
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▼
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
今
号
も
「
教
化
学
研
究
発
表
大
会
」
の
発
表
を
初
め
と
し
た
研

究
論
文
、
な
ら
び
に
「
中
央
教
化
研
究
会
議
」
の
内
容
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
今
号
収
載
の
諸
研
究
論
文
に
つ
き
ま
し
て
、
森
下
恵
王
師
、
本

間
文
裕
師
、
岡
田
文
弘
師
、
山
内
寛
久
師
、
髙
野
光
拡
師
の
論
文

は
投
稿
、
玉
木
晃
仁
師
、
中
山
観
能
師
、
影
山
教
俊
師
、
森
下
龍

浄
師
、
髙
野
光
尊
師
、
中
井
本
蓉
師
、
村
上
慧
香
師
の
論
考
は

「
第
二
十
五
回　

日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会
」
に
お
け
る
発

表
が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
筑
紫
女
学
園
大
学
人
間
科
学
部

教
授
・
宇
治
和
貴
先
生
の
講
演
「
ク
ィ
ア
仏
教
学
の
必
要
性
」
は

仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
Ｐ
Ｔ
に
お
け
る
研
究
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
桃
山
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
・
石
川
明
人

先
生
に
よ
る
講
演
「
宗
教
は
戦
争
の
原
因
と
な
り
う
る
か
」
は
中

央
教
化
研
究
会
議
に
向
け
て
の
研
鑽
の
一
環
と
な
り
ま
す
。

▼
第
五
十
六
回
中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
令
和
六
年
（
二
〇
二

四
）
九
月
五
日
・
六
日
、「
仏
教
か
ら
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
小
テ
ー
マ
は
「
国
際
紛
争

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
」「
近
代
日
本
仏
教
の
戦
時
体
制
と
は




